
生
衛
法
第
一
条（
目
的
）

　

こ
の
法
律
は
、
公
衆
衛
生
の
見
地

か
ら
国
民
の
日
常
生
活
に
極
め
て
深

い
関
係
の
あ
る
生
活
衛
生
関
係
の
営

業
に
つ
い
て
、
衛
生
施
設
の
改
善
向

上
、
経
営
の
健
全
化
、
振
興
等
を
通

じ
て
そ
の
衛
生
水
準
の
維
持
向
上
を

図
り
、
あ
わ
せ
て
利
用
者
又
は
消
費

者
の
利
益
の
擁
護
に
資
す
る
た
め
、

営
業
者
の
組
織
の
自
主
的
活
動
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
当
該
営
業
に
お

け
る
過
度
の
競
争
が
あ
る
等
の
場
合

に
お
け
る
料
金
等
の
規
制
、
当
該
営

業
の
振
興
の
計
画
的
推
進
、
当
該
営

業
に
関
す
る
経
営
の
健
全
化
の
指

導
、
苦
情
処
理
等
の
業
務
を
適
正
に

処
理
す
る
体
制
の
整
備
、
営
業
方
法

又
は
取
引
条
件
に
係
る
表
示
の
適
正

化
等
に
関
す
る
制
度
の
整
備
等
の
方

策
を
講
じ
、
も
つ
て
公
衆
衛
生
の
向

上
及
び
増
進
に
資
し
、
並
び
に
国
民

生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　

そ
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、各
団
体

の
全
国
の
組
合
員
が
結
束
し
、
総
決

起
集
会
を
開
き
、
行
政
機
関
、
国
会

等
に
対
す
る
運
動
を
日
夜
繰
り
広
げ

る
等
苦
難
を
極
め
ま
し
た
。
営
業
者

と
し
て
、
生
衛
法
の
制
定
経
緯
と
こ

れ
ま
で
の
歩
み
が
、
今
日
の
生
衛
業

の
礎
（
い
し
ず
え
）
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
営
業
者
の
経
営
の
安
定
化

と
自
主
的
な
活
動
を
促
進
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
生
衛
組
合
は
、
自
由

競
争
の
中
で
弱
者
が
生
き
残
る
た
め

の
組
織
で
あ
り
そ
の
存
在
意
義
は
、

社
会
的
地
位
の
向
上
、
対
外
交
渉
力

の
強
化
、
地
域
の
人
々
の
相
互
関
係

や
結
び
つ
き
を
支
え
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

生
衛
法
制
定
60
周
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
、
受
動
喫
煙
問
題
や
最
低
賃

金
に
伴
う
人
件
費
の
増
加
な
ど
課
題

が
山
積
す
る
今
、
改
め
て
組
合
の
存

在
意
義
を
確
認
す
る
と
と
も
に
５
年

先
、
10
年
先
の
生
衛
業
、
生
衛
組
合

の
振
興
の
た
め
に
課
題
解
決
と
組
合

員
利
益
の
同
時
実
現
を
目
指
し
更
な

る
組
織
力
強
化
に
邁
進
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

生
衛
法
制
定
60
周
年

昭
和
三
十
二
年
六
月
制
定
・
九
月
施
行
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祝
賀
会
に
沸
く
！

十
月
二
十
四
日（
火
）

　

平
成
三
十
年
六
月
十
三
日（
水
）

第
56
回
全
飲
連
全
国
大
阪
府
大
会
が

大
阪
府
立
国
際
会
議
場
に
お
い
て

「
世
界
へ
ま
い
ど　

食
の
大
阪
た
べ

て
ん
か
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
上
手
な
大

阪
ら
し
い
ど
派
手
な
ポ
ス
タ
ー
で
大

勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

正
副
理
事
長
会組

合
事
務
所　

正
午
〜

常
務
理
事
会愛

旅
連
ビ
ル
三
階　

会
議
室

午
後
二
時
〜

　

平
成
二
十
八
年
春
の
叙
勲

に
お
い
て
、
旭
日
双
光
章
受

章
の
栄
に
浴
さ
れ
た
前
田
孝

二
理
事
長
の
受
章
記
念
祝
賀

会
が
、
三
月
一
日
（
水
）
前
田

理
事
長
の
お
ひ
ざ
元
で
あ
る

西
尾
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
準
備
か
ら
当
日

の
進
行
ま
で
、
株
式
会
社
錦

の
大
原
様
を
中
心
に
、
理
事

長
の
幅
広
い
交
友
関
係
者
の

皆
様
の
ご
尽
力
で
執
り
行
わ

れ
、ご
来
賓
に
は
、公
職
者
の

方
々
を
は
じ
め
、
西
尾
で
ご

活
躍
さ
れ
る
皆
様
、
生
衛
関

係
の
皆
様
ほ
か
大
勢
の
方
の

ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　

美
味
し
い
お
料
理
と
、
琴

や
尺
八
の
調
べ
が
流
れ
る
華

や
か
で
盛
大
な
祝
宴
と
な
り

ま
し
た
。

前田孝二氏　　平成28年春　旭日双光章受章

　

多
年
に
わ
た
り
組
合
の
た
め
に
尽

力
、貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、次
の

方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
杉
山
　
博
康
　
　
副
理
事
長

　
（
中
支
部
）

　

▽
表
彰
式　

十
月
二
十
七
日

　
　
　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

　
　
　

本
館
一
階「
芙
蓉
の
間
」

中
央
会
理
事
長
表
彰

　
中
北
　
東
洋
子
　
常
務
理
事

　
（
蒲
郡
支
部
）

　
石
川
　
一
已
　
　
常
務
理
事

（
西
尾
支
部
）

　

▽
表
彰
式　

十
月
二
十
七
日

　
　
　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

　
　
　

本
館
一
階「
芙
蓉
の
間
」

愛
知
県
知
事
表
彰

　
阿
部
　
禮
子
　
常
務
理
事

（
東
海
支
部
）

　
野
尻
　
高
史
　
理
事（

木
曽
川
支
部
）

　
前
田
　
定
利
　
理
事

（
豊
田
高
岡
支
部
）

　

▽
表
彰
式　

十
一
月
十
六
日

　
　
　

愛
知
県
庁
本
庁
舎「
正
庁
」

平
成
二
十
九
年
度

生
活
衛
生
功
労
表
彰

第
56
回
全
飲
連
全
国
大
会
は

大
阪
府 

開
催

行
事
予
定
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登 録

商 標

登
録
商
標
の
こ
と
な
ら
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樹
様
の
講
演
へ
と
続
き
ま
し
た
。

　
「
小
さ
な
お
店
・
会
社
の
儲
け
る

ワ
ザ
」
〜
目
指
す
は
小
さ
な
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
〜
と
い
う
大
変
興
味
深
い

テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
の
時
代
個
人
経

営
の
お
店
が
生
き
残
る
た
め
の
着
眼

を
ど
こ
に
置
く
べ
き
か
、
実
例
や
ク

イ
ズ
を
織
り
交
ぜ
た
お
話
が
大
変
解

り
や
す
く
有
意
義
な
講
義
で
し
た
。

そ
の
後
、
愛
知
県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー
の
業
務
部
長
大
脇
銀
安

様
よ
り
、「
生
衛
組
合
及
び
経
営
特

別
相
談
員
の
役
割
に
つ
い
て
」
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
秋
の
叙
勲

に
お
い
て
、旭
日
単
光
章
受
章

の
栄
に
浴
さ
れ
た
下
村
庄
平

氏
の
受
章
記
念
祝
賀
会
が
、

八
月
二
十
一
日
（
月
）
正
午
よ

り
、
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
府
市
長
を
は

じ
め
公
職
者
の
皆
様
、
全
飲

連
・
連
合
会
等
多
く
の
ご
来

賓
と
、
下
村
氏
と
関
係
の
深

い
大
府
福
祉
会
の
皆
様
ほ
か

大
勢
の
方
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

行
わ
れ
た
マ
ジ
カ
ル
タ
ッ
プ
リ

ン
に
よ
る
コ
ミ
カ
ル
な
大
道
芸

が
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を

演
出
し
、笑
い
が
沸
き
上
が
る

楽
し
い
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。

下村庄平氏　　平成28年秋　旭日単光章受章

　

七
月
十
九
日（
水
）名
古
屋
市
中
村

区
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
「
ウ

イ
ン
ク
あ
い
ち
」
に
お
い
て
生
活
衛

生
営
業
経
営
特
別
相
談
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
組
合
か
ら
は

12
名
の
経
営
特
別
相
談
員
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
「
生
活
衛
生
資
金
貸
付
の
現

状
と
衛
経
貸
付
推
薦
上
の
留
意
点
等

に
つ
い
て
」
日
本
政
策
金
融
公
庫
名

古
屋
支
店
の
融
資
第
二
課
長
住
友
貴

志
様
が
振
興
融
資
の
変
更
点
と
、
貸

付
の
推
移
、
衛
経
に
つ
い
て
は
具
体

例
を
挙
げ
な
が
ら
、
留
意
点
や
判
断

基
準
等
の
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
はoffice

経
営
相
談
の
森
代

表
で
中
小
企
業
診
断
士
で
あ
る
森
正

平成29年度
　全青連・全女連合同

愛知県研修会開催
　11月７日（火）・８日（水）の２日
間にわたり平成29年度全青連・全
女連合同愛知県研修会が、蒲郡市
三谷温泉平野屋で開催されます。
朝日青年部長をはじめ東三河・西
三河の青年部メンバーを中心に準
備が進んでおります。この機会に
愛知飲食の次世代を担う青年部の
皆さんが、全国の方々に愛知の力
をアピールできるよう、組合をあ
げてのご支援ご協力をお願いいた
します。

経
営
特
別
相
談
員
研
修
会 

開
催
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愛
知
県
で
は
十
月
一
日
よ
り
、
昨

年
に
引
続
き
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引

き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

県
内
の
最
低
賃
金
（
時
給
）
は

二
十
六
円
引
き
上
げ
ら
れ
八
百
七
十
一

円
と
し
、
非
正
規
を
含
む
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

◇
最
低
賃
金
制
度
と
は

　

最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
国
が
賃
金

の
最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、

そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

仮
に
最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
を

労
働
者
、
使
用
者
双
方
の
合
意
の
上

で
定
め
て
も
、
そ
れ
は
法
律
に
よ
っ

て
無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同

様
の
定
め
を
し
た
も
の
と
さ
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
最
低
賃
金
未
満

の
賃
金
し
か
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
最
低
賃
金
額
と
の
差
額
を
支

払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

◇
最
低
賃
金
の
周
知
義
務
は
？

　

使
用
者
は
、
最
低
賃
金
の
適
用
を

受
け
る
労
働
者
の
範
囲
及
び
こ
れ
ら

の
労
働
者
に
係
る
最
低
賃
金
額
、
算

入
し
な
い
賃
金
並
び
に
効
力
発
生
年

月
日
を
常
時
作
業
場
の
見
や
す
い
場

所
に
掲
示
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り

周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
最
低
賃
金
の
種
類
は
？

　

最
低
賃
金
に
は
、
各
都
道
府
県
に

一
つ
ず
つ
定
め
ら
れ
た
「
地
域
別
最

低
賃
金
」
と
、
特
定
の
産
業
に
従
事

す
る
労
働
者
を
対
象
に
定
め
ら
れ
た

「
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
」の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

※  

地
域
別
と
特
定
（
産
業
別
）
の
両

方
の
最
低
賃
金
が
同
時
に
適
用

さ
れ
る
労
働
者
に
は
、
使
用
者

は
高
い
方
の
最
低
賃
金
額
以
上

の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

◇�

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者

の
範
囲

　

最
低
賃
金
は
、事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、ア
ル
バ
イ
ト
、臨

時
、嘱
託
な
ど
の
雇
用
形
態
や
呼
称

の
如
何
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
ま
す
）。

　

し
か
し
、一
般
の
労
働
者
と
労
働

能
力
な
ど
が
異
な
る
た
め
、最
低
賃

金
を
一
律
に
適
用
す
る

と
か
え
っ
て
雇
用
機
会

を
狭
め
る
可
能
性
が
あ

る
精
神
や
身
体
の
障
害

に
よ
り
著
し
く
労
働
能

力
の
低
い
者
等
に
つ
い

て
は
、使
用
者
が
都
道
府

県
労
働
局
長
の
許
可
を

受
け
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
個
別
に
最
低
賃
金

の
減
額
の
特
例
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、減
額
の
特
例
許
可
を

受
け
て
い
る
労
働
者
が

い
る
場
合
に
は
、支
払
っ

て
い
る
賃
金
を
改
正
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇�

最
低
賃
金
の
対
象
と

な
る
賃
金

　

最
低
賃
金
の
対
象
と

な
る
賃
金
は
、
通
常
の
労
働
時
間
、

労
働
日
に
対
応
す
る
賃
金
に
限
ら

れ
、
次
の
賃
金
は
最
低
賃
金
の
対
象

か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

（
１
）臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

…
…
結
婚
手
当
な
ど

（
２
）�１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金

…
…
賞
与
な
ど

（
３
）�所
定
労
働
時
間
を
超
え
る
時
間

の
労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る

賃
金

…
…
時
間
外
割
増
賃
金
な
ど

最
低
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

賃　　金

臨時の賃金（結婚手当など）（1）定期給与

所定外給与

休日出勤手当（4）時間外勤務手当（3） 深夜勤務手当（5）

家族手当通勤手当

（6）

精皆勤手当諸手当基本給

所定内給与

▲
この部分が最低賃金の
対象となります。

賞与など（2）

平成29年10月1日から
愛知県の最低賃金は

　　時間額

871円
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味は譲れないと思いますが
あぶら、譲ってください。

天油買取

FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
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FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF

（
４
）�所
定
労
働
日
以
外
の
日
の
労
働

に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃
金

…
…
休
日
割
増
賃
金
な
ど

（
５
）�午
後
10
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で

の
間
の
労
働
に
対
し
て
支
払
わ

れ
る
賃
金
の
う
ち
、
通
常
の
労

働
時
間
の
賃
金
の
計
算
額
を
超

え
る
部
分

…
…
深
夜
割
増
賃
金
な
ど

（
６
）�精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び

家
族
手
当

　

な
お
、
賃
金
が
時
間
給
以
外
（
月

給
・
日
給
等
）
で
定
め
ら
れ
て
い
る

場
合
、
賃
金
を
１
時
間
当
た
り
の
金

額
に
換
算
し
て
最
低
賃
金
額
と
比
較

し
ま
す
。

最
低
賃
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

最
低
賃
金
に
関
す
る
詳
細
は
、
愛

知
労
働
基
準
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://aich

i-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/

）愛
知
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
課
（
電
話
０
５
２
︱

９
７
２
︱
０
２
５
７
）、
又
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

さ
せ
る
模
様
で
す
。東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま

で
三
年
を
切
っ
た
こ
と
も
あ
り
、秋
の

臨
時
国
会
へ
の
提
出
を
め
ざ
し
法
改

正
を
急
ぎ
た
い
意
向
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
内
閣
改
造
で
厚
生
労
働
大

臣
の
交
代
が
行
わ
れ
、
態
勢
の
仕
切

り
直
し
の
観
も
あ
り
ま
す
が
、
我
々

は
引
き
続
き
店
内
喫
煙
環
境
を
店
頭

表
示
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
貼
付
を

徹
底
し
、
今
後
の
動
向
を
注
目
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
例
外
的
に
喫
煙
を
認
め
る
飲
食
店

の
広
さ
の
線
引
き
は
盛
り
込
ま

ず
、
政
令
で
規
定

▼
法
施
行
日
は
公
布
か
ら
２
年
以
内

▼
施
行
後
５
年
を
め
ど
に
見
直
し

▼
多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
は
原

則
禁
煙
。
違
反
者
に
は
罰
則
も

▼
医
療
施
設
や
小
中
高
校
は
敷
地
内

を
全
面
禁
煙

▼
大
学
、
老
人
福
祉
施
設
、
体
育
館
、

官
公
庁
は
屋
内
禁
煙
。
施
行
時
に

設
置
済
み
の
喫
煙
室
は
、
５
年
間

存
続
を
認
め
る
。

健
康
増
進
法
改
正
案

ポ
イ
ン
ト

　

八
月
十
四
日（
月
）の
中
日
新
聞
に

よ
る
と
、
政
府
が
受
動
喫
煙
防
止
に

向
け
て
策
定
し
た
健
康
増
進
法
改
正

案
の
全
容
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

政
権
内
の
対
立
点
で
あ
っ
た
喫
煙

を
例
外
的
に
認
め
る
飲
食
店
の
広
さ

の
線
引
き
を
改
正
案
に
は
盛
り
込
ま

ず
、政
令
で
規
定
す
る
こ
と
と
し
、法

施
行
日
ま
で
に
は
、線
引
き
を
決
着

　事業所内最低賃金1000円未満の中小企業・小規模事業者が
対象です。愛知県の最低賃金は871円のため、引き上げ額60
円以上からのコースになります。詳しくは特設サイトへ！

（http://www.mhlw.go.jp/gyomukaizen/）

健
康
増
進
法
改
正
案

ど
う
な
る
？
受
動
喫
煙
防
止
対
策

最低賃金引上げ支援
業務改善助成金の活用もご検討下さい！

〔5〕 第198号



会
葬
御
礼

   

ま
た
桜
の
時
季
に
会
い
ま
し
ょ
う

　

私
に
は
厳
し
さ
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
も
の
の
、
周
り
に
は
人
一
倍
気

を
配
り
つ
い
世
話
を
や
い
て
し
ま
う
親
分
気
質
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
親
の
代
か
ら
続
く
「
だ
る
ま
や
」
を
引
き
継
ぎ
今
年
で
ち
ょ
う
ど

四
十
年
。
店
の
看
板
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
飲
食
店
を
取
り
ま

と
め
て
は
活
性
化
の
た
め
に
話
し
合
い
を
か
さ
ね
ま
た
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
常
に
頭
を
ひ
ね
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
心
残
り
は
、
毎

年
力
を
入
れ
て
い
た
「
岩
倉
桜
ま
つ
り
」
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

満
開
の
桜
並
木
と
、
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
地
元
商
店
街
で
つ
く
る
出

店
が
軒
を
連
ね
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
岩
倉
の
地
を
愛
し
て
や
ま
な

か
っ
た
夫
は
、
き
っ
と
色
ん
な
方
に
こ
こ
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
勢
の
人
で
賑
わ
う
様
子
を
満
足
げ
に

眺
め
つ
つ
、
自
分
も
せ
っ
せ
と
見
回
り
な
ど
励
ん
で
い
る
夫
の
姿
を
目

に
し
ま
し
た
。

　

来
年
の
春
、
お
祭
り
会
場
を
訪
ね
れ
ば
面
影
を
探
し
て
し
ま
い
そ
う

で
す
。
し
か
し
私
に
は
夫
と
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
お
店
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
お
支
え
も
頂
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
細
く
長
く
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

〜
妻　

久
子
よ
り

　

七
月
十
四
日
、四
十
年
の
長
き
に
わ

た
り
、組
合
事
業
を
牽
引
し
、各
方
面

に
尽
力
さ
れ
た
木
村
謙
一
副
理
事
長

（
岩
倉
支
部
）が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

業
界
に
残
さ
れ
た
ご
功
績
を
た
た

え
、平
成
二
十
九
年
七
月
十
四
日
叙
勲

（
旭
日
単
光
章
）を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、平
成
二
十
九
年
十
月
六

日（
金
）愛
知
県
庁
本
庁
舎
三
階
知
事

室
に
お
い
て
ご
遺
族
に
行
わ
れ
ま
す
。

■
木
村
謙
一
氏（
68
歳
）

　

岩
倉
市
中
本
町
で

「
居
酒
屋
だ
る
ま
や
」を
経
営

●
団
体
歴

昭
和
五
十
二
年
五
月

　

 

愛
知
県
飲
食
環
境
衛
生
同
業
組

合 

理
事
に
就
任

平
成
五
年
五
月

　

 

愛
知
知
県
飲
食
環
境
衛
生
同
業

組
合
常
務
理
事
に
就
任

平
成
十
四
年
五
月

　

 

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組

合　

副
理
事
長
に
就
任

平
成
十
四
年
五
月

　

 

全
国
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
連
合
会

　

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
十
四
日

　

肺
炎
の
た
め
ご
逝
去

●
受
賞
歴

　

平
成
十
一
年
十
一
月

　
　

愛
知
県
知
事
表
彰

追悼
〜〜木村謙一副理事長を偲ぶ〜〜

旭日単光章受章

平
成
十
七
年
六
月

　

厚
生
労
働
省
健
康
局
長
表
彰

平
成
十
七
年
十
月

　

 

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中
央

会
理
事
長
表
彰

平
成
二
十
年
十
月

　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

平
成
二
十
六
年
十
一
月

　

愛
知
県
条
例
表
彰

　

思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
お
酒
を
こ
よ

な
く
愛
し
、
豪
快
で
い
つ
も
優
し
い

笑
顔
の
お
姿
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
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Ｓマーク　標準営業約款制度
標準営業約款制
度「Ｓマーク」は、
消費者の皆さまに
ご利用いただく際
の安全・安心の
目印です。

　

標
準
営
業
約
款
制
度
「
Ｓ
マ
ー
ク
」

は
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
、
安
全
・
安

心
に
努
め
る
お
店
で
あ
る
事
を
目
に

見
え
る
形
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
信
頼

の
証
で
す
。
ぜ
ひ
ご
登
録
を
！

Ｓ
マ
ー
ク
は
３
つ
の
Ｓ
で
、
消
費
者

の
皆
さ
ま
に
安
全
・
安
心
を
お
約
束

し
ま
す
。

▽
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ

　
安
全
で
あ
る
こ
と

　

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
万
一
事　

故
が
発
生
し
た
場
合
、
事
故
賠
償　

基
準
に
基
づ
い
て
賠
償
が
行
え
る

よ
う
、
損
害
賠
償
責
任
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
。

▽
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
ｄ

　
安
心
で
あ
る
こ
と

　

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
標
準
的　

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
出
来
る
よ

う
、
提
供
す
る
役
務
の
内
容
、
基

準
を
細
か
に
定
め
て
い
ま
す
。

▽
Ｓ
ａ
ｎ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　
清
潔
で
あ
る
こ
と

　

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
衛
生
的　

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
出
来
る
よ

う
、
営
業
施
設
又
は
、
設
備
に
つ

い
て
の
基
準
を
細
か
に
定
め
て
い

ま
す
。

登
録
申
請

（
１
） 登
録
の
申
請
は
、都
道
府
県
指
導

セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

登
録
申
請
書
及
び
添
付
書
類
の

用
紙
は
、各
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

（
２
） 登
録
手
数
料
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
営
業
施
設
ご
と
に
１
件
で
す
）

一
般
飲
食
店　

１
件
当
た
り　

６
，６
０
０
円

（
３
） 標
識
及
び
要
旨
の
掲
示
板
代
及

び
各
種
ス
テ
ッ
カ
ー
の
料
金（
消

費
税
８
％
を
含
む
）は
、
次
の
と

お
り
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

標
識　
　
　
　

１
個
当
た
り

１
，２
８
５
円

掲
示
板　
　
　

１
個
当
た
り

２
，０
０
０
円

店
頭
表
示
用
ス
テ
ッ
カ
ー　

１
枚

９
５
円

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
禁
煙
・
分
煙

ス
テ
ッ
カ
ー
３
点
セ
ッ
ト

１
０
５
円

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県

生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
、
ま

た
は
、
各
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）。

安
心・安
全
の
目
印「
Ｓ
マ
ー
ク
」

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
食
品
が
年
間
約

６
３
２
万
ト
ン
も
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
を
日
本
人
一
人
当
た
り
に

換
算
す
る
と
、
毎
日
お
茶
碗
約
一
杯

分（
約
１
３
６
ｇ
）の
ご
飯
の
量
を
捨

て
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に

宴
会
で
は
多
く
の
食
べ
残
し
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
乾
杯
後
30
分
と
お
開

き
10
分
前
は
お
食
事
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　

食
べ
き
る
こ
と
は
環
境
対
策
！

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク「
ろ
す
の
ん
」が

笑
顔
に
な
る
よ
う
に
食
品
ロ
ス
の
削

減
に
向
け
て
み
な
さ
ま
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
！
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融
資
制
度
研
修
会  

開
催

　

九
月
六
日（
水
）札
幌
か
に
本
家
栄

中
央
店
に
お
い
て
、
融
資
制
度
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
愛
知
県
下
日
本

政
策
金
融
公
庫
各
支
店
の
融
資
課
長

と
指
導
セ
ン
タ
ー
の
大
脇
業
務
部
長

を
お
迎
え
し
、
副
理
事
長
、
経
営
特

別
相
談
員
及
び
事
務
局
22
名
の
参
加

者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
は
「
生
活
衛
生
貸
付
等
の
概

要
に
つ
い
て
」

　

豊
橋
支
店
融
資
課
長
月
東
様
が
現

状
報
告
を
交
え
講
演
さ
れ
、
引
き
続

愛知だより
家具固定啓発キャンペーン

の実施
　県では、広く県民の方々が地震災害に備えてい
ただくため、地震体験車による揺れの体験をはじ
めとする家具固定啓発キャンペーンを開催します。
　近年発生した地震による負傷原因の約30から
50パーセントが家具や家電の転倒・落下などに
よるものです。タンスや本棚はもちろん忘れが
ちな冷蔵庫やテレビも転倒防止策をとり、家庭
などの防災力を高めましょう。

◇開催日・場所
・10月15日（日）  ナゴヤハウジングセンター
 一宮会場（一宮市）
・10月21日（土）  黒川東中日ハウジングセン

ター（名古屋市北区）
・10月22日（日）  ナゴヤハウジングセンター
 半田会場（半田市）
・10月28日（土） DCMカーマ名古屋城北店
 （名古屋市北区）
◇内　容　�ボランティア団体による家具固定相

談会、家具固定の実演・指導、防災
に関するパネルの展示、県作成の防
災パンフレットの配布、地震体験車

「なまず号」による地震体験
◇対　象　一般
◇参加費　無料

き
大
脇
業
務
部
長
よ
り
「
今
後
の
生

衛
組
合
に
つ
い
て
」
の
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
近
藤
融
資
委
員
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
融
資
業
務
を
通
し
て

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
接
し
て
お
ら
れ

る
公
庫
の
皆
様
か
ら
肌
で
感
じ
る
貴

重
な
ご
意
見
を
伺
う
事
が
で
き
、
衛

経
を
担
当
し
、
生
衛
業
者
の
指
導
・

相
談
役
で
あ
る
経
営
相
談
員
に
と
っ

て
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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今
年
度
も
下
半
期
に
入
り
ま

し
た
。
一
年
が
過
ぎ
る
の
は
早

い
で
す
ね
。

　

編
集
室
で
は
記
事
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。支
部
で
の
行
事

や
新
聞
で
取
り
扱
っ
て
欲
し
い

情
報
、組
合
員
の
皆
さ
ん
に
教

え
た
い
ア
イ
デ
ア
な
ど
何
で
も

結
構
で
す
。ど
し
ど
し
お
寄
せ

下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い

ま
す
。


